
◎主
おも

な症状
しょうじょう

・・吐き気
は      け

やおう吐
         と

、下痢
 げ り

、腹痛
ふ く つ う

、全身
ぜんしん

倦怠感
 けんたいかん

、発熱
はつ  ねつ

など。体力
たい  りょく

が低下
 てい  か

していると 

重
じゅう

症
しょう

になりやすい。人
ひと

によっては少し
すこ

ムカムカする、おなかが痛い
いた

などで終
 お

わる

こともある。               

◎潜伏
せんぷく

期間
き  かん

 (感染
 かん せん

してから発症
はっ しょう

するまでの時間
じかん

)・・・数時間
すう   じ かん

から１～２日
か

と短時間
 たん   じかん

で感染
  かんせん

する。  
               

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
    

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

１２月
    がつ

になり本格的
ほんかくてき

な冬
ふゆ

がやってきました。インフルエンザや感染性
かんせんせい

胃
い

腸炎
ちょうえん

が流行
りゅうこう

する時期
じ  き

です。感染症
かんせんしょう

の一番
いちばん

の予防
 よ ぼう

方法
 ほうほう

は「手洗い
 て  あら

」と「換気
か ん き

」

です。冬休み
ふゆやす

まであとわずかとなりましたが、残り少ない
のこ   すく

２学期
 がっき

を元気
 げん き

に

過ごす
 す

ためにも、せっけんを使って
つか

手
 て

洗い
あら

をしかっり行いましょう
おこな

。 

 ノロウイルスやウイルス性
せい

胃
 い

腸炎
ちょうえん

と呼ばれる
 よ

感染性
かん せん  せい

胃
 い

腸炎
ちょうえん

がこれから流行
りゅうこう

の時期
じ   き

を迎え
むか

ます。

感染性
かんせんせい

胃
 い

腸炎
ちょうえん

(ウイルス性
せい

胃
 い

腸炎
ちょうえん

)と診断
しん だん

された場合
 ば  あい

は、出席
しゅっ せき

停止
 てい   し

扱い
あつか

になりますので家庭
 か てい

でゆっくり

休んで
やす

ください。 

かん  せん   せい   い   ちょう えん       き     

  

  家
 か

族
 ぞく

全
 ぜん

員
 いん

こまめに手
  て

洗
 あら

い 

  感染性
かん せん せい

胃
 い

腸炎
ちょうえん

を予防
 よ  ぼう

するためには、外出先
がいしゅつさき

から帰った
 かえ

ときや、トイレの後
 あと

、食事
しょくじ

の前
まえ

に

手
 て

洗い
あら

をすることがもっとも効果
こうか

のある方法
ほうほう

です。家族
 か ぞく

全員
ぜん いん

が石けん
 せっ

を使って
つか

しっかり手
 て

を

洗
あら

うようにしましょう。調理
ちょうり

や配膳
はい ぜん

の際
 さい

も忘
 わす

れずに。 

 

令和６年１２月２日 さいたま市立南浦和小学校 保健室 

   

出席停止の基準についてあらためてご確認をお願いいたします。 

 インフルエンザの出席停止期間は 「発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２日 
（幼児にあたっては３日）を経過するまで」 で、以下の表のようになります。 

出席停止の基準についてあらためてご確認をお願いいたします。 

 インフルエンザの出席停止期間は 「発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２日 
（幼児にあたっては３日）を経過するまで」 で、以下の表のようになります。 

〇インフルエンザの流行に備え、出席停止の基準についてあらためてご確認をお願いいた
します。インフルエンザの出席停止期間は 「発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２
日（幼児にあたっては３日）を経過するまで」 で、以下の表のようになります。 

 ※ 発症日（発熱した日）は０日とします。 



  

① 下着
した   ぎ

を着よう
 き

 

 

 

 

②上手
じ ょ う ず

に「重ね着
 かさ       ぎ 

」をしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

服
ふく

の素材
そざい

を生かして
 い

組み合わせて
 く

着る
 き

と、よりあたたかく過ごす
すご

ことができます。 

シャツなどの下着
した    ぎ

は体温
たい  おん

をにがさず、あたたかい

空気
くう   き

をためる働き
はたら

があります。寒い
さむ

冬
ふゆ

でも汗
あせ

をかくた

め、その汗
あせ

を吸い取り
  す    と

、体
からだ

が冷える
  ひ

のを防いで
ふせ

くれま

す。からだの清
せい

けつ、体温
たいおん

調節
ちょうせつ

のために、毎日
ま い に ち

下着
し た ぎ

を

つけましょう。日。必ず下着をつけましょう。 

 

下
した

 着
ぎ

 長
なが

そでＴシャツ  防寒
ぼうかん

着
ぎ

 

室内
しつない

では、

防
ぼう

寒
かん

着
き

は

ぬぎましょ

う。 
 

✿ 洋服
ようふく

をぬいだり着たり
 き

して体温
たいおん

調節
ちょうせつ

ができるようにしましょう。 

 

保護者の方へお願いします 

 

 
◎ イン

フルエンザの可能性があるかもしれません。普段と違う様子がみられる場合

は、登校を控えて家庭で様子をみてください。 
 

◎発熱等、体調に変化が見られた場合は、医師の診察を受けるようにしてく

ださい。 熱が下がった後も２～３日は休養をとらせてください。 
 

◆遅刻・欠席の連絡については、 欠席及び遅刻連絡フォ―ムでお知らせください。 
   

インフルエンザや発熱での欠席が多くなっています。感染症の流行状況を早めに把握する

ために、入力についてご協力をお願いいたします。 
 

（例）かぜ・体調不良→→ 熱（例 38.0度）や症状を詳しくお知らせください。 

頭痛、腹痛、のどの痛み、咳、鼻水、下痢、嘔吐、吐き気など 
 

※医療機関でインフルエンザと診断された場合は、発症日と出席停止期間をお知らせください。 

             

 

 

さむ    じ   き        ふく                      かんが 

だけではなく 


